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研究の目的 

日本の廃棄物処理技術をアジア地域に展開するためのビジ
ネスモデルを構築する。 

本年度の研究方法 

情報収集とアジア地域への展開事例調査 



本年度の研究内容 

・海外展開支援事業についての調査 
「日系静脈産業メジャーの育成・海外展開促進事業」 
「静脈産業の海外展開促進のための実現可能性調査等支援  
 事業」 

・会員企業、会員外企業の事業展開事例調査 
「フィリピンルソン島地方都市における広域廃棄物収集、 
 バイオガス発電、最終処分場整備事業」 
「ベトナムホーチミン市における都市ゴミ焼却発電、選別、 
 コンポスト化事業」 
「ベトナムにおけるRPF製造販売およびRPF製造システム 
 販売事業」 
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主   査：宇佐見貞彦 
副  主  査：松山眞三 
メンバ－ ：加納光、工藤賢悟、則松勇、 野々田充、 
      原田高志、纐纈拓也、柴田健司、今村真一郎、 
      時吉充亮、日野林譲二、和田崇史 
アドバイザー：今泉繁良 
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No. 亀裂発達度 通過水 遮水性 

CASE1 0% なし ○ 

CASE2 50% なし ○ 

CASE3 100%(亀裂貫通) あり × 

初期亀裂幅が2mm以上でベントナイトは洗い流される。 
亀裂幅が1mm以下の場合には、約100分までは急激な浸透量
の増加が見られるが、その後約3.5~7日かけて浸透量が減少し
ていく。 

遮水性能を維持するための許容沈下量は、GN敷設時で10cm
以下 

GNを敷設しない場合は5cm以下 



*

*空洞の深さが深いほど、亀裂の進行も早まる。 

*亀裂の貫通は、載荷時に起きる。 

*土層上面亀裂幅も空洞の深さが増すにつれて大
きくなる。 

*GNを敷設すると亀裂の発生・進行が１/２程度
となる。 

*沈下が5cm以下であれば亀裂がBMS層を貫通し
ない。 

 



*

*BMS層厚10cmと20cmについて亀裂が発生した場合の遮
水性能の変化を測定できた。ただし、ジオネットは敷設
していない。 

*現場沈降実験では、前後方にBMS層が膨張した結果、ジ
オネットの拘束効果が十分に機能しなかった。 

1. ジオネットで補強したベントナイト混合土の挙動と遮
水性変化 

2. 大型現場実験による前後面拘束状態にやける沈降・浸
透実験 



*

N無-20 N無-10 N248-20 N248-10 N24-20 N24-10

GNの種類 なし なし N24×85％ N24×85％ N-24 N-24

空洞深さ（cm） 20cm 10cm 20cm 10cm 20cm 10cm



*

観察面PC板設置 

型枠設置 
全面掻き乱し 

格子状掻き乱し 型枠なし 
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（a）25％掻き出し    （b）50％掻き出し    （c）62.5％掻き出し 
 
 
 
 
 
 
 
 
（d）75％掻き出し    （e）87.5％掻き出し   （f）100％掻き出し  



*

(a) 2013年実験           (b) 2012年実験  



大口径タンク(φ700mm)                      小口径タンク（φ300mm） 
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*
○2012年度実験 



*

大口径タンク(φ700mm)   

小口径タンク(φ300mm)   

凍結・融解
の影響 
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*掻出し幅が87.5％（105cm）または100％（120cm）で層間剥離が
発生。層間剥離は、掻出し幅が関係 

*掻出し率87.5％以上、BMS層下部から亀裂が発生・進行 
*44kN載荷時、空洞10cmでは亀裂がBMS層を貫通しない 
*N-24敷設とGN無敷設ケースは、44kN載荷時に亀裂がBMS層を貫通。

N-248敷設ケースは亀裂は貫通しない 
*浸透実験において、GNなし空洞10cm、亀裂幅2mmで水位低下確
認。亀裂幅が1～2mmのGNなし空洞10cm、N24、N248の空洞
10cmケースは、水位低下は約10～15cm 

*小型浸透実験では、GNなし空洞20cm、亀裂幅15mmは大きく水位
低下 

*浸透実験の水位低下量と時間の関係からΔh/Δtを求め、亀裂無
ケースとの透水係数比を導いた。この結果、透水係数比は水位低
下量と対応 



*

2011年4月～ 小型模型実験装置による連続通水と自動計
測装置の開発と試運転 
2012年4月～ 亀裂発生程度、層厚を変化させた通水試験、
現場大型実験 
CASE 1  BMS層厚10cmの小型模型実験（飽和後の通水試験） 
CASE 2  BMS層厚20cmの小型模型実験(不飽和状態からの通水
試験) 
CASE 3  現場大型実験(BMS層厚50cm)、沈下深さ5～20cm、ジ
オネットの有無 

2013年4月～ 改良現場大型実験、沈下深さ10cm,20cm、
ジオネット有2種＋無 
 
2014年度は、これまでの研究成果を総合的にとりまとめ、

BMSの変形挙動と設計方法について総括予定 
 



 本研究は、宇都宮大学今泉繁良教授が実施された平成23 
年度文部科学省科学研究費補助金（課題番号23560588）に
大日本プラスチックス㈱と八千代エンジニヤリング㈱の援
助を加えて実施した研究に、LSAが協力して実施したもの
である。 
 また、現場実験では山野井砕石殿に労力等多大な協力を
いただいた。 
 ここに記して感謝申し上げる。 
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